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64 Hz Athabasca (ath), Magadan 
(mgd), Moshiri (MSR), 






20 Hz (for 
SYO from 
1997) 
Syowa (SYO), Husafell 
(HUS), Tjornes (TJO), Aedy 

















THEMIS〉timespan, ‘2006-04-17’  ←”,/1,/day”と続けても同じ 
注：誘導磁力計のデータはサンプリングレートが高いため、
長期間のデータをロードすると、メモリ不足になります 








THEMIS〉 tplot, ['nipr_imag_syo_20hz'] 




















• 作成されたtplot変数を再度確認すると、   
        ができている 
THEMIS〉 split_vec, 'nipr_imag_syo_20hz'  
THEMIS〉 tplot_names  
2 nipr_imag_syo_20hz_x  
3 nipr_imag_syo_20hz_y  
4 nipr_imag_syo_20hz_z 
が追加された 









THEMIS〉 tplot, ['nipr_imag_syo_20hz_x_dpwrspc'] 
THEMIS〉 tdpwrspc, 'nipr_imag_syo_20hz_x', nboxpoints=8192 
THEMIS〉 tplot, ['nipr_imag_syo_20hz_x_dpwrspc'] 





THEMIS〉 split_vec, 'stel_induction_db_dt_ath' 
THEMIS〉 tdpwrspc, 'stel_induction_db_dt_ath_x', nboxpoints=8192 
THEMIS〉 tplot, ['nipr_imag_syo_20hz_x_dpwrspc',       
       'stel_induction_db_dt_ath_x_dpwrspc'] 
• 時間があれば… 
D, H成分について解析したり、
他の地磁気データと比較して解
析したりしてみましょう。 
 
• ロードプロシージャや関数の
詳細は、対応するプロシージャ
のファイルを見て下さい。 
7 
最後に 
• 本日解析に用いたNIPR誘導磁力計データ、及び、ロードプロ
シージャはβ版です。近日中（遅くとも9月）には整備完了予定
です。 
• 急いで解析をする必要がある場合は、個別にご相談下さい。
可能な範囲でご対応致します。 
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